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し
、
道
議
会
や
北
海
道
、
市
長

会
、
町
村
会
、
農
協
中
央
会
、

欲
し
い
」
と
の
お
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

ゆゆ
うう農
林業で郷土

ふ る さ と

再生
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

謹
賀
新
年明

け
ま

し
て
お
め

で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
か
つ
て

私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
巨
大
地
震
や
津
波
、
原
発
事

故
、
さ
ら
に
は
風
評
被
害
な
ど

で
多
く
の
皆
様
が
犠
牲
と
な
り
、

今
ま
で
以
上
に
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
と
、
原
発
に
依
存

し
な
い
社
会
の
確
立
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
北
海
道
経
済
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
環
境
を
抜
け

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
米
に
つ

い
て
は
ま
ず
ま
ず
の
出
来
秋
だ

っ
た
も
の
の
、
畑
作
に
つ
い
て

は
農
家
の
皆
さ
ん
の
努
力
が
報

わ
れ
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、野
田
総
理
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
て

関
係
国
と
協
議
に
入
る
」
こ
と

を
表
明
し
た
こ
と
は
、
オ
ー
ル

北
海
道
と
し
て
反
対
行
動
を
行

っ
て
き
た
立
場
と
し
て
、
極
め

て
残
念
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
事
前
協

議
の
開
始
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
は
断
固
参
加
さ
せ
な
い
運

動
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
は
、
農
林
水
産
業
が

基
幹
産
業
の
地
域
で
す
。
第
一

次
産
業
の
元
気
が
地
域
の
元
気

を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
と
信

じ
、
農
政
委
員
会
副
委
員
長
、

超
党
派
の
農
政
議
連
・
林
活
議

連
の
役
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
る
決
意
で
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

農
政
委
員
会
で

中
央
要
請
実
施

12
月
20
日
21
日
の
日
程
で
、

今
年
最
後
の
中
央
要
請
行
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
一
．
食
料
供
給
力

の
確
保
・
向
上
に
必
要
な
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
の
促
進
に
関

す
る
提
案
、
二
．
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
提
案
、
三
．
Ｂ
Ｓ
Ｅ
関
連
対

策
に
対
す
る
提
案
な
ど
を
、
道

選
出
国
会
議
員
や
農
水
省
に
対

道
農
連
、
土
地
連
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
提
案
に
対
し
、
生
産
基

盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
第
４

次
補
正
予
算
で
８
０
１
億
円
を

計
上
し
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
中

で
と
り
わ
け
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に

つ
い
て
は
佐
々
木
隆
博
代
議
士

か
ら
「
今
年
度
末
ま
で
に
は
一

定
の
方
針
性
を
示
し
た
い
」
と

の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
検
査
が
30

ヶ
月
齢
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
問
題
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

全
・
安
心
に
直
結
す
る
だ
け
に
、

「
慎
重
に
対
応
し
、
国
民
に
対

す
る
説
明
を
し
っ
か
り
行
っ
て

ここ
うう
便便
りり

発行:北口雄幸事務所

士別市東 7条9丁目

Tel0165-22-3100
fax0165-23-4356

農政副委員長として、決意新たに！
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

今
定
例
会
で
は
、
会
期
の
短

い
４
定
で
あ
り
な
が
ら
、
開
会

直
前
の
11
月
23
日
に
、
北
電
泊

原
発
３
号
機
で
の
プ
ル
サ
ー
マ

ル
計
画
検
討
時
の
北
電
の
「
や

ら
せ
」
行
為
に
、
道
幹
部
職
員

が
関
与
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
道
が
設
置
し
て
い
た
第

三
者
検
証
委
員
会
の
報
告
が
行

わ
れ
、
定
例
会
開
会
日
の
25
日

午
後
に
な
っ
て
、
道
民
や
職
員

に
さ
ら
な
る
痛
み
や
負
担
の
継

続
を
求
め
る
、「
道
行
財
政
改
革

の
取
組
み
」
の
見
直
し
方
向
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

や
ら
せ
行
為
へ
の
道
幹
部
職
員

関
与
の
処
分
方
針
が
、
閉
会
日

前
日
の
12
月
８
日
に
、
や
っ
と

示
さ
れ
る
な
ど
、
道
の
不
誠
実

な
対
応
が
繰
り
返
さ
れ
た
議
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。

知
事
同
意
判
断
に

疑
問

北
電
、
国
、
道
が
関
与
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
プ
ル
サ

ー
マ
ル
計
画
に
関
す
る
「
や
ら

せ
」
に
つ
い
て
、
知
事
は
、
道

の
第
三
者
検
証
委
員
会
が
、「
当

時
の
担
当
課
長
個
人
の
不
適
切

な
対
応
で
あ
り
、
当
時
の
知
事

の
同
意
判
断
に
影
響
を
与
え
た

も
の
で
な
い
」
と
の
報
告
を
行

っ
た
こ
と
に
全
面
的
に
依
拠
す

る
答
弁
を
繰
り
返
し
、
こ
れ
を

根
拠
に
担
当
課
長
を
厳
重
注
意
、

そ
の
監
督
責
任
と
し
て
知
事
自

身
を
減
給
10
％
１
ヶ
月
と
す
る

処
分
を
行
い
ま
し
た
。

不
十
分
な

や
ら
せ
解
明

私
は
、
会
派
を
代
表
し
、
こ
う

し
た
行
為
の
上
で
行
わ
れ
た
、

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
へ
の
知
事

の
同
意
判
断
は
撤
回
し
論
議
を

や
り
直
す
こ
と
を
求
め
、
今
回

の
処
分
で
こ
の
問
題
の
「
幕
引

き
」
を
図
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
質
疑

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を

検
討
し
て
い
く
た
め
に
も
、
事

業
者
で
あ
る
北
電
、
さ
ら
に
関

与
が
明
ら
か
に
な
っ
た
道
、
国

を
含
め
て
信
頼
を
回
復
す
る
た

め
の
真
相
究
明
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
と
も
議
論
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

１
７
８
億
円
を

補
正

補
正
予
算
案
は
、開
会
初
日
と

会
期
最
終
日
の
２
回
に
分
け
て

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
提
案

分
は
、
災
害
復
旧
事
業
費
13
億

円
、
端
境
期
対
策
の
投
資
単
独

事
業
費
（
ゼ
ロ
道
債
）
60
億
円

（
う
ち
23
年
度
分
21
億
円
、
債

務
負
担
行
為
39
億
円
）、
給
与
改

定
等
に
伴
う
給
与
費
の
減
額
12

億
４
千
億
円
な
ど
で
あ
り
、
最

終
日
提
案
分
は
、
国
の
第
３
次

補
正
予
算
に
伴
い
、
防
災
対
策

等
の
た
め
の
公
共
事
業
費
80
億

円
、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
の
増

枠
52
億
円
な
ど
で
す
。
こ
の
補

正
に
よ
っ
て
、
23
年
度
の
道
予

算
規
模
は
一
般
会
計
２
兆
８
千

388
億
円
、
特
別
会
計
５
千
854
億

円
の
合
計
３
兆
４
千
242
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

決
特
で

庁
舎
問
題
指
摘

ま
た
、
11
月
10
日
の
決
算

特
別
委
員
会
で
は
、
胆
振
総
合

振
興
局
が
入
居
し
て
い
る
複

合
施
設
が
、
道
の
耐
震
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

●
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策

に
関
す
る
意
見
書
●
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
促
進
を

求
め
る
意
見
書
●
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
保
育

制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
●

私
立
専
修
学
校
に
関
す
る
新
学

校
種
の
創
出
と
財
源
措
置
に
関

す
る
意
見
書
●
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

意
見
書
●
国
立
大
雪
青
少
年
交

流
の
家
及
び
国
立
日
高
青
少
年

自
然
の
家
の
存
続
を
求
め
る
意

見
書

第
四
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
25
日
～
12
月
９
日
）

項 目 一般会計 特別会計 合計

現 計 予 算 2,821,405,054 585,024,578 3,406,429,632

４定補正額 17,389,594 455,622 17,845,216

通常補正 3,994,260 381,528 4,375,788

追加補正 13,395,334 74,094 13,469,428

合 計 2,838,794,648 585,480,200 3,424,274,848

平成23年第4回定例会で議決された補正予算（単位：千円）

最
終
日
の
追
加
提
案
で
、
会
派
を
代
表
し
て
質
疑
を
行
う
。（
12
月
９
日
）
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
10
月
～
12
月
）

北海道障害者スポーツ大会 in富良野（10月2日）富良野市功労・貢献表彰（11月3日）

旭川駅舎完成記念式典（11月23日）旭川十勝道路整備促進期成会から要請（11月24日）

TPP反対全国集会に参加（11月26日）私学助成について要請を受ける（12月2日）

朝日水力発電所建設を要請（12月5日）

↑
さ
っ
ぽ
ろ
市
士
別
ふ
る
さ
会

（
11
月
５
日
）

甜菜振興自治体連絡協議会から要請（12月5日）

↓
富
良
野
市
労
連
退
職
者
会
総
会

（
12
月
11
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
10
月
～
12
月
分
）

◆
10
月
15
日
【
農
業
農
村
フ
ェ

ス
タ
in
赤
レ
ン
ガ
】
▼
農
業
農

村
フ
ェ
ス
タ
in
赤
レ
ン
ガ
に
参

加
し
て
き
た
▼
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
農
業
・
農
村
の
素
晴
ら
し

さ
や
楽
し
さ
を
実
感
し
よ
う
と

企
画
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
農
・

と
・
ぴ
あ
」
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ふ
れ
あ
い
農
村
」
な
ど
が
主

催
し
、
道
土
地
連
が
後
援
し
、

ホ
ク
レ
ン
な
ど
が
協
賛
団
体
に

名
を
連
ね
て
い
る
▼
イ
ベ
ン
ト

内
容
と
し
て
は
、
お
米
の
脱
穀

や
精
米
体
験
、
懐
か
し
い
「
と

う
み
」
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
、

各
ブ
ー
ス
で
は
地
域
特
産
品
の

販
売
や
地
元
食
材
の
食
べ
物
な

ど
も
提
供
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
農
業
や
農
村
を

Ｐ
Ｒ
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
11
月
14
日
【
和
寒
農
連-

研
修

会
】
▼
和
寒
町
農
民
連
盟
は
、

農
作
業
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
こ
の

時
期
に
執
行
委
員
研
修
会
を
開

催
し
て
お
り
、
私
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
▼
冒
頭
、
中
原

委
員
長
は
、「
今
年
の
作
柄
は
３

年
連
続
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

特
に
、
和
寒
町
の
戦
略
作
物
の

野
菜
が
悪
か
っ
た
。
し
か
し
、

戸
別
所
得
補
償
制
度
で
農
家
は

助
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一

方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
問
題
で

は
、
極
め
て
残
念
な
結
果
で
あ

り
、
今
後
も
粘
り
強
い
闘
い
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
ご
挨
拶
さ
れ
た
▼
そ
の

後
の
意
見
交
換
で
は
、
新
規
就

農
、
６
次
産
業
化
、
農
業
法
人

化
に
向
け
た
取
り
組
み
、
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。

◆
11
月
21
日
【
防
災
協
定-

同

席
】▼
士
別
市
と
友
好
都
市
を
提

携
し
て
い
る
愛
知
県
み
よ
し
市

と
の
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
に

同
席
し
て
き
た
▼
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
以
降
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
り
、
そ
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

災
害
時
に
お
け
る
初
動
応
援
や

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp
://y-k
ita
g
u
c
h
i.n
e
t/

富良野土地改良区の皆さんと記念撮影

防災協定を交わす牧野市長と久野市長

研修会でご挨拶する中原浩一委員長
物
資
の
提
供
な
ど
の
必
要
性
も

求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
士
別

市
と
み
よ
し
市
が
災
害
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ

▼
み
よ
し
市
は
、
平
成
22
年
１

月
４
日
に
市
政
施
行
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
や
家
庭
で

の
家
具
転
落
防
止
へ
の
支
援
な

ど
も
行
っ
て
い
る
▼
今
回
の
協

定
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
物

資
や
人
的
支
援
を
は
じ
め
と
す

る
協
定
を
結
び
、
被
災
者
支
援

や
一
日
で
も
早
い
復
旧
復
興
の

た
め
の
協
定
を
結
ん
だ
。
ま
た
、

士
別
市
か
ら
は
、
住
民
デ
ー
タ

ー
や
税
情
報
な
ど
の
行
政
情
報

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
み
よ
し
市

に
お
願
い
し
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
進
め

る
と
し
た
。

◆
12
月
２
日
【
と
畜
検
査
料-

据

え
置
き
要
請
】
▼
農
政
委
員
会
と

し
て
、
畜
産
関
係
手
数
料
（
と

畜
検
査
等
手
数
料
及
び
家
畜
衛

生
手
数
料
）
に
つ
い
て
の
据
え

置
き
を
要
請
さ
れ
た
（
中
略
）

▼
今
日
の
要
請
は
、
農
協
中
央

会
、
和
牛
振
興
協
議
会
、
肉
用

牛
生
産
者
協
議
会
、
め
ん
羊
協

元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

議
会
の
皆
さ
ん
か
ら
で
、
こ
の

要
請
を
受
け
、
畜
産
振
興
の
上

か
ら
も
手
数
料
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
き
た
い
。

と畜検査料の据え置き要請を受ける

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
「
今
回
の
処
分
は
知
事
と
し
て

一
つ
の
区
切
り
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
す
べ
て
の
区
切
り
で
は
な

い
。」
知
事
給
与
を
減
額
す
る
条

例
改
正
案
の
質
疑
で
、
民
主
党
・

道
民
連
合
の
北
口
雄
幸
氏
は
ま

く
し
た
て
た
▼
こ
れ
は
、
議
会
が

閉
会
し
た
12
月
10

日
の
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
内
容
だ
▼
プ
ル

サ
ー
マ
ル
計
画
を
め
ぐ
る
「
や
ら

せ
」
問
題
で
は
、
道
幹
部
職
員
の

不
適
切
な
発
言
で
、
賛
成
意
見
が

急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
で
、
プ
ル

サ
ー
マ
ル
同
意
に
影
響
が
な
い

と
の
判
断
に
、
私
は
甚
だ
疑
問
が

残
る
▼
今
回
の
処
分
で
幕
引
き

に
は
さ
せ
な
い
。
こ
れ
か
ら
、
議

会
と
し
て
の
本
気
度
が
試
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。（
ゆ
う
こ
う
）


